
 令和 7 年度 第 5回 
 消費生活ｅモニターアンケート集計 

１ 調査趣旨 

  ◎消費生活とごみの減量・リサイクルについて 
川崎市では、資源物の分別収集の拡充など、ごみの減量化・資源化の取組を

進めており、市民・事業者の皆様の協力によりごみ排出量は着実に減少し、令
和５年度の１人１日あたりのごみ排出量が政令市最少となりました。  
一方、プラスチックや紙類などの多くの資源物が普通ごみとして捨てられ焼

却されており、地球温暖化の防止に向けて、更なる３Ｒの推進が求められてい
ます。  
そこで、川崎市のごみの減量・リサイクルの取組を知っていただくとともに、

ごみに関する消費者の実態と意識を調査し、今後の行政の参考資料とするため
にアンケートを実施いたします。  

  ◎地球温暖化対策について 
川崎市では、２０５０年の脱炭素社会の実現に向けて、市民・事業者・行政

が一丸となって取組を加速していくために、脱炭素戦略「かわさきカーボンゼ
ロチャレンジ２０５０」を策定し、二酸化炭素（ＣＯ２）の削減や地球温暖化
防止の取組を進めています。  
今回は、脱炭素社会の実現に向けて、温暖化等に関する意識や環境配慮行動

の取組を調査し、今後の施策の参考とするため、アンケート調査を実施いたし
ます。  

２ 調査事項   「１．消費生活とごみの減量・リサイクルについて」 

         「２．地球温暖化対策について」 

３ 調査対象   第 5期消費生活ｅモニター 57名 

（１．回答者数 48名・回収率 84％、 

２．回答者数 4７名・回収率 8２％） 

４ 調査方法   市ホームページの回答フォームによる 

 
●集計結果について、四捨五入の結果や複数回答 

の集計によるため、合計が 100%とならない 

場合があります。 

●調査結果中の「回答者数」は「調査対象者」 

から「未提出者」を除いた数としました。 

●自由回答、その他意見は一部抜粋。 
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１ ． 消 費 生 活 と ご み の 減 量 ・ リ サ イ ク ル に つ い て  
≪グリーンコンシューマーとその行動について≫ 

設問１ グリーンコンシューマーを御

存知でしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問２、３ 次のグリーンコンシューマー10原則（グリーンコンシューマー全国ネットワーク著「グリ

ーンコンシューマーになる買い物ガイド」より）の中で、『既に実行している項目』『今は実行していない

が、今後努力してみようと思う項目』があれば、お選びください。（複数回答可） 

 

 

79%

46%

40%

17%

33%

13%

29%

4%

13%

8%

8%

23%

38%

29%

27%

23%

33%

25%

31%

29%

25%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

①必要なものを必要な量だけ買う

②使い捨て商品ではなく、長く使えるものを選ぶ

③包装はないものを最優先し、次に最小限のもの、

容器は再使用できるものを選ぶ

④作るとき、使うとき、捨てるとき、

資源とエネルギー消費の少ないものを選ぶ

⑤化学物質による環境汚染と

健康への影響の少ないものを選ぶ

⑥自然と生物多様性を損なわないものを選ぶ

⑦近くで生産・製造されたものを選ぶ

⑧作る人に公正な分配が保証されるものを選ぶ

⑨リサイクルされたもの、

リサイクルシステムのあるものを選ぶ

⑩環境問題に熱心に取り組み、

環境情報を公開しているメーカーや店を選ぶ

⑪既に実行している項目・

今後努力してみようと思う項目はない

３）既に実行している項目 ４）今後努力してみようと思う項目

平均回答数は、 

設問２ 既に実行して

いる項目が１人平均

2.9 項目、 

設問３ 今後努力して

みようと思う項目も同

様に１人平均 2.9 項目

となっています。 

“グリーンコンシューマ

ー”とは、環境に配慮した

行動をする消費者のことで

す。 

①知っている

17%

②聞いたことはある

が、内容は知らない

27%

③知らない

56%
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設問 4“３Ｒ”という言葉を御存知ですか。 

 

 

 

かわさき 3R推進キャラクター。 

生まれも育ちも川崎で、3R の 

大切さを伝える妖精です。 

耳と体の 3 つの Rで「3R」を 

表しています。 

 

 

設問 5 “３Ｒ”の中で、あなたが実践していることを選んでください。（複数回答可） 

 

①知っている

74%

②聞いたことはある

が、あまりよく知らない

13%

③知らない

13%

98%

85%

25%

27%

56%

33%

75%

40%

13%

2%

0% 50% 100%

①買い物にはマイバックを持参している(Reduce)

②つめかえ商品を利用している(Reduce)

③レンタルやシェアリングシステムを利用している(Reduce)

④使い捨て商品はなるべく選ばないようにしている(Reuse)

⑤壊れたときは修理をして、長期間使うようにしている(Reuse)

⑥リユースショップを活用している(Reuse)

⑦資源物はきちんと分別している(Recycle)

⑧スーパーなどでの資源物回収を利用している(Recycle)

⑨エコマークなどの環境に配慮した商品を購入している(Recycle)

⑩特になし

“３Ｒ”とは、 

Reduce（リデュース）⇒発生・排出

抑制：物を大切に使い、ごみを減らす

こと。Reuse（リユース）⇒再使

用：使える物は繰り返し使うこと。 

Recycle（リサイクル）⇒再生利用：

ごみを資源として再び利用すること。 

の言葉の頭文字の３つのＲのことで

す。 

かわるん 
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設問６ 川崎市の新しいごみ回収方法である、プラスチック資源の収集について御存知ですか。 

 

設問７【設問６で「はい」と答えた方】何で知りましたか。 

 

その他の内容  

・回覧 

・駅のポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問８ プラスチック資源（容器包装）は主にどのように出していますか。 

その他の内容  

別枠の BOXがあり、そこに出している。 

  

はい

77%

いいえ

23%

川崎市では、これまで普通ごみとして

焼却していたプラスチック製品をプラ

スチック製容器包装と一緒に「プラス

チック資源」として収集しリサイクル

する取組を、令和６年度に川崎区で開

始し、令和７年度に幸区・中原区に拡

大、令和８年４月に全市で実施するこ

ととしています。 

①市ホームページ

3%

②市政だより

51%

③チラシ

6%

④資源物とごみの分け方・

出し方

35%

⑤その他

5%

①プラスチック資源（容器

包装）の収集日に出している

81%

②普通ゴミに出している

17%

③その他

2%



   － 4 － 

 

設問９【設問 8で「普通ごみに出している」と回答の方】普通ごみに出している理由は何ですか。 

 

その他の内容  

まだ回収対象ではないため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問１０ プラスチックは燃やすと温室効果ガスが多量に出てしまうことを知っていますか。 

 

設問 11 分別されたペットボトルやプラスチック資源（容器包装）は市内事業者の高度な技術で新たな

ペットボトルや水素、プラスチック製品等に生まれ変わっていることを知っていますか。 

 

 

はい

83%

いいえ

17%

はい

58%

いいえ

42%

①分別に手間がかかるため

37%

③何が対象か分からないため

24%

④分別収集をしている

ことを知らなかったため

13%

⑤収集頻度が週1

回だと少ないため

13%

⑥その他

13%
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設問１２ 設問 11で「はい」と答えた方にお聞きします。何で知りましたか。 

 

 

その他の内容  

・工場見学時 

・王禅寺エコ暮らし環境館 

・小学校の授業 

・イベント 

 

 

 

 

 

 

設問１３ 使い捨てのプラスチック製品（レジ袋やスプーン等）を使わないように意識していますか。 

 

設問１４ 使い捨てのプラスチック製品で、あなたが減らすことができると思うものはありますか。（複

数回答可） 

 

その他の内容  

・洗剤などは詰替え用を購入 

・食品は個包装されておらず 

 ばら売りされているものを購入 

  

①意識している

40%

②少し意識している

44%

③あまり意識していない

10%

④意識していない

6%

①ニュース

46%

②市や事業者のホームページ

7%

③市政だより

29%

④その他

18%

79%

71%

48%

42%

31%

4%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①レジ袋

②スプーン・フォーク

③ストロー

④ペットボトル

⑤弁当容器

⑥特にない

⑦その他
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設問１５ 川崎市では、令和７年１１月から、リチウムイオン電池などの充電式電池を小物金属で収集

しています。収集が開始されたことを知っていますか。 

 

設問１６ 【設問 15で「はい」と回答した方】何でお知りになりましたか。 

 

その他の内容  

・回覧 

・テレビ 

 

  

はい

60%

いいえ

40%

①市ホームページ

17%

②市政だより

38%

③チラシ

10%

④資源物とごみの分

け方・出し方

28%

⑤その他

7%
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設問 17 ごみの分別に迷った際にはどのようにしていますか。（複数回答可） 

 

≪拠点回収事業について≫ 

設問１8 川崎市では、拠点回収事業として、小型家電・布類・牛乳パック・蛍光管・インクカートリッ

ジを区役所等市内公共施設に回収ボックスを設置し、回収していますが、御存知ですか。 

 

設問 19【設問 18ではいと回答の方】拠点回収事業についてどこでお知りになりましたか？ 

（複数回答可） 

その他の内容  

・家族から教えてもらった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29%

46%

48%

6%

10%

0% 20% 40% 60%

①市ホームページを見る

②資源物とごみの分け方・出し方を見る

③市ごみ分別アプリを見る

④市役所に問い合わせる

⑤普通ゴミとして出す

①はい

56%

②いいえ

44%

41%

15%

0% 0%

67%

4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

①
市
政
だ
よ
り

②
自
治
体
・
町
内
会

か
ら
の
回
覧
物

③
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

④
区
民
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト

⑤
区
役
所
に
行
っ
た
と
き
に
チ

ラ
シ
や
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
見
て

⑤
そ
の
他
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設問 20【設問 18でいいえと回答の方】現在、拠点回収場所を次のとおり設置しています。 

 

 

今後新たに公共施設に設置する場合、どこに設置するとよいと思いますか。 

 

日常的に利用しやすい場所として、駅・駅前、図書館、スーパーやショッピングセンター、コン

ビニ、学校などへの設置を望む声が多くありました。広さがあり車も入りやすい公民館や大規模施

設、郵便局・家電量販店などの提案もあありました。また、自宅付近に公共施設が少なく現状の回収

場所が遠くて困っているという地域格差への指摘もみられました。 

 

≪資源集団回収について≫ 

設問２1 お住まいの地域では『資源集団回収』が実施されていますか。 

設問２2 地域で行われている『資源集団回収』を利用していますか。 

 設問 21      設問 22 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問２3【設問２2で利用していると回答の方】お住まいの地域の回収頻度を教えてください。 

 

  その他の内容  

・月 2回 

 

  

 

 

 

 

 

 

「区役所、支所、出張所、生活環境事業所、ヨネッティー王禅寺、かわさきエコ暮らし未来館・王禅寺エ

コ暮らし環境館、CCかわさき交流コーナー、川崎市複合福祉センターふくふく」 

※品目によっては、設置していないものもあり。 

①実施されている

79%

②実施されて

いない

4%

③わからない

17%

①利用している

65%

②利用していない

35%

①毎週1回

54%

②毎週2回

13%

③毎月1回

23%

④その他

10%

『資源集団回収』とは、町内会や自治会、ＰＴＡ等地域の市民で組織される団体が、回収日時・回収

場所を決め、新聞・雑誌・段ボール等の資源化物を自主的に回収し、回収業者に引き渡す活動です。 
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設問２4【設問２2で利用していないと回答の方】利用していない理由を教えてください。 

その他の内容  

・マンションの分別で十分だから 

・面倒に感じるため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪生ごみについて≫ 

設問２5 生ごみの発生量を少なくするために、何か取組をしていますか。（複数回答可） 

 

その他の内容  

・ディスポーザーを利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①近くに回収場所がないため

6%

②回収頻度が少ないため

18%

③実施しているか

わからないため

64%

④その他

12%

67%

63%

31%

77%

2%

6%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①無駄なものを買わない

②食材の賞味期限・消費期限を

チェックして管理している

③調理を工夫して食べられる

部分を生ごみにしない

④食べ残しをしない

⑤フードドライブを活用

⑥特に何もしていない

⑦その他
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設問２6 生ごみの８０～９０％は水分で、この水分を減らすことで臭いの問題などを軽減でき、運搬

に伴う燃料の消費量を減らすことができると言われています。生ごみの水分を減らすために、何か取組

をしていますか。（複数回答可） 

 

その他の内容  

・ディスポーザーを利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問２7 生ごみを減らす取組として、コンポスト化容器等により生ごみを堆肥化する方法があります。

生ごみの堆肥化に取り組んでいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77%

4%

6%

21%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①生ごみを絞ったりして水切りしている

②電動生ごみ処理機で乾燥させている

③コンポスト化容器等を利用している。

④特に何もしていない

⑤その他

①既に取り組んでいる

4%

②やり方が分かれば取り

組んでみたい

25%

③関心はあるが手間がかかるた

め取り組んでいない

50%

④特に何もするつもりはない

21%
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設問２8 生ごみの減量化・資源化の取組として、生ごみの堆肥化について紹介やアドバイス等を行う取

組をしていますが、次のいずれかについて、受けてみたいと思うものを教えてください。（複

数回答可） 

 
 

≪消費生活とごみの減量・リサイクル全般について≫ 

設問 29 今後は、地球環境全体を視野に入れ、「ごみをつくらない社会」「市民・事業者・行政が協力し

合える関係」が必要だと思われます。私たち一人ひとりが、資源を大切にし、環境に極力負担

をかけない生活スタイルにしていくとともに、そうした気持ちを実際に生かしていかなけれ

ばなりません。『実現に向けての御意見』や『これからの決意』、『わかっているが、なかなか

できないこと』など、御自由に御記入ください。【200文字以内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56%

10%

42%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①生ごみリサイクル講習会（年に１～2回開催）※無料

②生ごみリサイクルリーダーの派遣

(依頼内容に基づき講習やアドバイスを行う）

※無料

③特に関心はない

≪自由回答≫  

1️ 日常生活でできる取り組み  

⚫  エコバッグ利用、無駄な買い物を控える、過剰包装を避ける  

⚫  ごみ分別の徹底、買い過ぎ防止、食べ残しをしない  

⚫  持ち物を長く使う、家庭内のごみを減らす工夫  

⚫  生ごみの肥料化への関心  

 

2️ プラスチック・過剰包装への課題意識  

⚫  プラ包装商品が多く、ごみが増えてしまう  

⚫  パッケージを単一素材にしてほしい  

⚫  過剰包装の削減を望む声  

⚫  子ども向け付録など「不要なプラごみ」への問題意識  

 

3️ 行政・企業・社会全体への期待  

⚫  行政の継続的な呼びかけ、周知活動の強化  

⚫  消費期限間近食品の割引促進など、市の取り組みを期待  

⚫  教育の重要性（特に小学校からの環境教育）  

⚫  企業側の梱包簡易化・素材選定の見直し  

⚫  専門リーダー育成や地域啓発の必要性  
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≪自由回答≫  

4️ これからの決意・価値観の変化  

⚫  無理なく続けられる工夫を周囲に広げたい  

⚫  大量消費から「資源を大切にする価値観」への転換  

⚫  毎日の行動が地球規模の問題につながるとの認識  

⚫  良い行動を習慣化させたいという前向きな声  

 

5️ 実践の難しさ・矛盾を感じる点  

⚫  エコバッグを忘れる、結局ポリ袋も買う  

⚫  通販段ボールや緩衝材が多い  

⚫  プラごみを減らしても、分別のためゴミ袋が増える  

⚫  高齢者・単身世帯では取り組みにくい場面も  

⚫  生ごみ処理機が高く導入が難しい  

⚫  安いと買ってしまうなど、意識と行動のギャップ  

 

6️ 提案・アイデア  

⚫  フリーマーケットの開催  

⚫  プラ包装のリサイクル促進（洗って細かく分別して活用してほしい）  

⚫  ゴミ袋の有料化で分別を進める案  

⚫  段ボール・古紙の回収頻度を増やす提案  

⚫  環境負荷の「見える化」を求める声  

 

■全体のまとめ  

回答全体を通して、  

⚫  身近でできる取り組みを続けたい意欲  

⚫  プラスチックや過剰包装への強い問題意識  

⚫  行政・企業・社会全体での仕組みづくりへの期待  

⚫  意識はあるが、実践には難しさもあるという葛藤  

が共通して見られました。  
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２ ． 地 球 温 暖 化 対 策 に つ い て  

≪日常生活における意識について≫ 

設問１ 日常生活において環境配慮型の生活を実践していますか。 

 

設問２ 【設問１で実践していないと回答の方】実践していない理由は何ですか。 

  ・普段の生活で直接的に「環境配慮型」を意

識することはない。 

 

 

 

 

  

①常に実践している

13%

②ある程度実践している

57%

③あまり実践していない

17%

④実践していない

13%

①お金がかかる

17%

②労力がかかる

0%

③何をしていいかわからない

67%

④その他

17%
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設問３ 昨今の地球温暖化の進行について危機感を感じていますか。 

 
設問４ 日常生活の中で地球温暖化対策について意識していますか。 

 

  

①とても感じる

53%

②ある程度感じる

36%

③あまり感じない

6%

④全く感じない

4%

①とても意識している

23%

②ある程度意識している

51%

③あまり意識していない

17%

④全く意識していない

9%
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≪地球温暖化による気候変動の影響（猛暑日や局地的大雨の増加など）について≫ 

設問５～１２ 次のことについてどのように感じていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

87%

70%

70%

70%

68%

45%

49%

17%

13%

21%

28%

26%

23%

30%

36%

32%

0%

6%

2%

4%

9%

15%

13%

38%

0%

3%

0%

0%

0%

11%

2%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問５ 猛暑日や熱帯夜の増加による不快感への影響

設問６ 台風の大型化などによる影響

設問７ 気温の上昇による熱中症の増加などの影響

設問８ いわゆる「ゲリラ豪雨」など局地的な大雨の影響

設問９ 農作物の収穫量減少などによる食糧生産への影響

設問10 絶滅危惧種の増加による生態系への影響

設問11 夏場の渇水などによる水資源への影響

設問12 マラリヤやデング熱等熱帯性感染症

の増加などの影響

①とても実感がある ②ある程度実感がある ③あまり実感がない ④全く実感がない

頭の上にお財布の 

「のみぃちゃん」 

 頭の上に葉っぱの 

「ろじぃちゃん」 

エコちゃんず 
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≪個人でできる「緩和策」について≫ 

設問 13～25 次の「緩和策」を行っていますか？ 

 

  

100%

96%

100%

77%

91%

85%

94%

77%

91%

34%

57%

11%

28%

0%

4%

0%

23%

9%

15%

6%

23%

9%

66%

43%

89%

72%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

設問13 資源物をごみと分別する

設問14 水・お湯を出しっぱなしにしないなど、水を大切に使う

設問15 マイバッグなどを持参し、レジ袋の削減に努める

設問16 マイボトルなどを持参し、ペットボトルの削減に努める

設問17 詰め替え用の製品など、環境に配慮したものを

購入する

設問18 冷暖房の設定温度に気を付ける

設問19 こまめに消灯したり、家電の待機電力を減らす

設問20 家電製品を選ぶ際は、省エネ性能が高い

製品を選ぶ

設問21 できるだけ徒歩、自転車、公共交通機関を

使って移動する

設問22 シェアリングサービスなどを活用する

設問23 地域で作ったものを食べる

設問24 太陽光発電設備の設置など、再生可能エネルギー

を活用する

設問25 環境関連イベントや展示会など、環境に関する催し

に参加する

①行っている ②行っていない
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≪「適応策」について≫ 

設問 26 気候変動の影響に対する「適応策」について知っていましたか。 

 

設問 27～3４ 次のような個人でできる「適応策」を行っていますか？ 

 

①意味も含めて知っていた

13%

②言葉は知っていた

が意味は知らなかった

21%

③言葉自体知らなかった

66%

96%

96%

77%

83%

68%

47%

30%

38%

4%

4%

23%

17%

32%

53%

70%

62%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問27 水分補給や涼しい服装を心がけるなど

熱中症への対策をする

設問28 天気予報をこまめに確認する

設問29 万一に備えて水や食料を備蓄しておく

設問30 防災用品を準備しておく

設問31 防災地図（ハザードマップ）などを日頃

から確認しておく

設問32 感染症を防ぐための薬や蚊帳などを使う

設問33 気象災害（水害・台風など）の保険に

加入する

設問34 防災訓練に参加する

①行っている ②行っていない

「適応策」とは、「緩和策」に対して、

既に生じている気候変動の影響や将来予

測される気候変動の影響を軽減するため

の対策（災害時の備え、治水対策、熱中

症対策など）のことをいいます。 
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≪川崎市の地球温暖化対策について≫ 

設問 35 川崎市が取り組む地球温暖化対策について、次のＡとＢの考え方ではどちらの方があなたの

お考えに近いですか。最も当てはまるものを１つだけ選んでください。 

 

設問 36 今後、川崎市に取り組んでほしい地球温暖化対策は何ですか？（複数回答可） 

 

その他の内容  

・住宅の断熱性能を格段に向上させるための方策提案、業者提供や資金的補助が必要 

・地球温暖化の真偽について色々あるため対策を行うことに反対。 

  

①Ａに近い

15%

②どちらかといえばＡに近い

23%

③どちらかと言えばＢに近い

43%

④Ｂに近い

19%

35）川崎市が取り組む地球温暖化対策で自分の考え方と近いもの

Ａ：経済的な負担が多少大きくなっても対策を講じていくべき

Ｂ：経済的な負担が変わらない範囲で対策を講じるべき

51%

36%

49%

51%

49%

26%

9%

0% 20% 40% 60%

①二酸化炭素を大量に排出する

事業者の排出削減につながる取組

②住宅や事業所での太陽光発電等の

再生可能エネルギーの利用促進

③学校、地域、事業所などにおける

環境教育などを通じた意識啓発の推進

④極端な気象現象や

その影響などに関する情報提供

⑤公共交通機関・自転車の

利用促進や低燃費車の普及

⑥研究会の開催や製品の評価等による

環境に配慮した技術の研究・開発促進

⑦その他
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≪電力会社の選定理由について≫ 

設問 37 平成 28年４月から、一般家庭等すべての需要家が電力会社を選べるようになりましたが、 

電力会社を選ぶ際に何を重視しますか。（複数回答可） 

 

≪川崎市の取組や施設について≫ 

設問 38 脱炭素モデル地区「脱炭素アクションみぞのくち」を知っていますか？ 

 

設問 39 川崎市地球温暖化防止活動推進センターを知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79%

57%

9%
0%

21%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

①
価
格

②
サ
ー
ビ
ス
内
容

③
電
気
の
種
類

④
発
電
地
域

⑤
企
業
（
大
手
・
地
元
等
）

①知っている

15%

②知らない

85%

川崎市では、川崎市地球温暖化防止活

動推進センターを指定し、地球温暖化

防止対策の普及啓発を推進していま

す。当センターでは、高津市民会館内

に設けた情報発信拠点「ＣＣかわさき

交流コーナー」を運営し、地球温暖化

防止対策に関する取組の相談・パネル

展示・講座の開催等を行っています。 

川崎市では、高津区溝口周辺地域を脱

炭素モデル地区「脱炭素アクションみ

ぞのくち」に設定し、脱炭素化に資す

る身近な取組や先進的な取組を集中的

に実施することで、市民一人ひとりの

環境配慮型のライフスタイルの行動変

容を促し、脱炭素社会の実現を目指し

ています。 

①行ったことがある

4%
②行ったことはないが、

知っている

13%

③知らない

83%
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設問 40 川崎市内には、浮島町と扇島に合計出力約 2 万 kw の大規模太陽光発電所（メガソーラー）

があります。大規模太陽光発電所（メガソーラー）を知っていますか。 

 

 

設問 41 かわさきエコ暮らし未来館を知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①行ったことがある

2%

②行ったことはない

が、知っている

28%

③知らない

68%

浮島町にはメガソーラーを始めとした再生可能エネルギーや、地球温暖化、資源循環について

体験型の展示で学べる環境学習施設「かわさきエコ暮らし未来館」があります。 

①行ったことがある

0%
②行ったことはないが、

知っている

30%

③知らない

70%
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≪地球温暖化対策全般について≫ 

設問 42 地球温暖化対策について、御自由に御記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪自由回答≫  

A．意識啓発・情報発信に関する意見 

⚫ 地球規模の課題であるため国際的な取組が重要だが、まずは一人ひとりの意識向上と、国や自治

体からの分かりやすい発信が必要だと感じる。 

⚫ 「脱炭素」という言葉が分かりにくい。市民に伝わりやすい表現に工夫することで、取組への参

加が進むのではないか。 

⚫ アンケートを通じ、知らなかった取組が多いと感じた。広報や周知をさらに強化してほしい。 

B．健康・生命への影響への懸念 

⚫ 近年の酷暑や豪雨など、温暖化の影響が日常生活や生命に直結していると強く感じている。 

⚫ 夏の高温化・長期化が進んでおり、住環境（住宅の断熱性能など）への直接的な対策が急務だと

思う。 

⚫ 実際に熱中症で倒れた人を救護した経験から、温暖化対策は命に関わる重要な課題だと実感してい

る。 

C．個人でできる行動・参加意欲 

⚫ 自分にできる範囲で、引き続き温暖化対策に取り組んでいきたい。 

⚫ 小さなことでもこつこつ続けることが大切だと思う。 

⚫ 何に取り組めばよいのか具体的に分かりにくいため、参考となる情報がほしい。 

D．効果の「見える化」を求める意見 

⚫ 温暖化対策を続けてきたが、効果が実感できない。対策の成果を分かりやすく示してほしい。 

⚫ 個人の行動がどの程度効果を生むのか、定量的に示されると意欲につながると思う。 

⚫ この先、行動した場合としなかった場合の将来像を知る機会があれば学びたい。 

E．行政・政策への期待 

⚫ ルール化や制度化が進まなければ、多くの人が一体となって取り組むのは難しいと感じる。 

⚫ 市政ニュース等で、エコ関連施設や取組をもっと紹介してほしい。 

⚫ イベントや学習の機会を増やしてほしい。 

F．エネルギー・環境配慮への意見 

⚫ 環境対策の名の下で、地域環境や景観を損なう取組は本末転倒だと思う。 

⚫ 生態系の破壊により、これまで当たり前だった食の環境が失われることを懸念している。 

⚫ 家庭でも利用できる、より身近でコンパクトな再生可能エネルギー技術の早期実用化を期待する。 

G．国際的取組への見方の多様性 

⚫ 国際的な枠組みや目標設定のあり方について、慎重な議論が必要だと考える意見もあった。 

 

市民からは、地球温暖化が健康や生活に与える影響への強い懸念とともに、分かりやすい情報提供や

対策の効果を「見える化」することを求める声が多く寄せられました。また、個人の行動を後押しす

る制度や学習機会への期待、環境と地域の調和を重視すべきとの意見も見られました。 


